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金剛地区まちづくり会議の
活動目標について

年度当初の指針推進会議でも報告

まち会議への新たな参加者の獲得

地区内の将来像共有の場づくり

プラットフォームとしてのまちづくり会議の参加者数が減少している
 　　→金剛地区をフィールドとする新しいまちづくり活動が生まれにくくなっている



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

今年度の取り組み

フォーラムの開催とオープンチャットの活用
金剛地区まちづくり会議は、金剛地区活性化を進めるための住民・団体・事業者
などが集まり、「交流」「意見交換」「情報共有」などを通して、新たな繋がり
や活動が生まれるプラットフォーム。

プラットフォームとしてのカタチはそのままに、開催方法や参加方法、参加入口
の多様化をはかる。



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

金剛地区活性化を進めるための住民・団体・事業者などが集まり、「交流」「意見交換」
「情報共有」などを通して、新たな繋がりや活動が生まれるプラットフォーム。

プラットフォームとしてのあり方

金剛地区まちづくり会議LINEオープンチャットへの参加促進
フォーラム等への参加者には、LINEオープンチャットへの参加を促すことで緩いつなが
りを持ち、オンラインのプラットフォームの充実をはかる。

フォーラムや交流会形式のまちづくり会議の開催
まちづくりフォーラムや交流会、アイデア共有会といった形式でまちづくり会議を開催

プラットフォームとしてのカタチはそのままに、開催方法や参加方法、参加入口の多様化をはかる



●みんなでつくる！未来の金剛〜金剛地区まちづくりフォーラム〜

12/13（土）参加者：２４名

●先進事例紹介としてのゲストトーク
●地域活動団体によるパネルディスカッション
●参加者交流会

従来より金剛地区でまちづくりを進める方と
新規プレイヤーのつながりのきっかけに
 ex.イベントへの参加依頼、SNSでの繋がり

①今後の開催方法や②フォーラムからまち
づくり活動への繋げ方をどうするか？

課
題



●金剛地区まちラボる会議

1/17（土）参加者：８名

●まちづくりラボ参加者やこれまでのフォーラム参加者等が参加

●自分のアイデアや思いをアウトプットする場として開催

・ダンスなどの発表の機会が

　つくりたい

・多世代の居場所を作りたい

　ex.みんなの広場、朝ごはん

　食堂、ラジオ体操

・気軽に集える場をつくりたい

・ボランティアのつながりをつ

　くりたい

・障がいのある人との共生

・福祉相談の拠点をもちたい

・新しくなる銀座商店街前広場

　や中央公園を活用したイベン

　トをしたい

こんな意見＆アイデアが・・・

継続的にこのような場を開催し、アイデアをカタチに

していく方法を検討する。



今年度の

金剛地区まちづくり会議について

オンラインプラットフォーム

LINEオープンチャットの活用について

①オープンチャットで定期的な情報発信

②情報発信とは別に雑談部屋を開設。

③操作説明等は、フォーラムの際などに随時実施（∞KONROOMでも）。

④オープンチャットを活用したイベントは実施できず。

※引き続きの検討事項

・オープンチャット参加の、次にどうやってまちづくり活動に繋げて行くか？

・リアル開催のまちづくり会議とオンラインのLINEオープンチャットをどの

　ように活用するか？

オープンチャットへの参加者増（年度初37人　→　2025年末51人）



今年度の

金剛地区まちづくり会議について

イベントに巻き込む

地域住民や団体を巻き込むイベント開催

∞KONROOMの取り組みと連動して、

　・Park Day in KONGO2025にて、運営メンバーとしての参加支援

　・セミナーから生まれたグループのイベントへの関わりを支援


